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研究成果の概要： 
ギニア共和国南東部の森林地域では、焼畑耕作を主生業とする農耕民が、精霊の森や他の儀礼

の森を村落周辺に維持することで、独自の農村景観を形成している。これらの森林の構成や機

能について、植民地期以降の変化を利用可能な実証的資料に基づき明らかにした。実証資料の

ない時代に関する口承知識も重ね合わせ、豊かな在来知識と積極的な維持改変への関与の痕跡

など、村落周辺林の形成や維持に関する住民の深い関わりを見いだすことができた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
１８年度 7,700,000 2,310,000 10,010,000 

１９年度 6,200,000 1,860,000 8,060,000 

２０年度 4,700,000 1,410,000 6,110,000 

総 計 18,600,000 5,580,000 24,180,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード： 野生動物、熱帯林、アニミズム、在来知、鎮守の森、ギニア、チンパンジー 
 
１．研究開始当初の背景 
熱帯アフリカ地域の森林は、地域の人々に

とってはその生計を依存し、将来の地域発展
のための基盤となることが期待される重要
な資源であるが、同時に貴重な動植物の生息
地としての重要性が国際的に声高に叫ばれ
ている「最後の楽園」でもある。このような
利用か保全か、という解決困難な状況の中、
持続可能な形での長期的な将来像を描くた
めには、当該地域にとってどのような景観が
望ましいのか、そこにどのような森林が残さ
れるべきなのかについて、検討することが不
可欠である。 

しかしながら、景観、とくに森林に対する

認識は極めて地域文化や歴史経験に依存的
であることが指摘されている。例えば西欧に
おいて、中世までは悪霊が跋扈する恐ろしい
場であった山岳森林が、近代化とともに審美
の対象となるとともに、征服すべき処女地と
いうイメージへと大きく変化した。また、西
アフリカ・ギニア・キシドゥグ地域の森林・
サバンナ遷移帯に特徴的に広がる、村落の周
囲を取り囲むドーナツ型の森林パッチの成
因に関して、外部者と地域住民の間で景観認
識が大きく異なっていることが指摘されて
いる。植民地時代からフランス人行政官や研
究者は、この地域の森林を焼畑によって破壊
してきた地域住民が、残されたわずかな森林
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の真ん中に村を設立して、最後の森さえも破
壊し尽くそうとしていると認識してきた。い
っぽう村人側は、このような森林はもともと
彼らの祖先がサバンナの中に村を設立した
時に植樹した有用樹のまわりに発達してき
たものであり、むしろ最近は一貫して森林は
増加していることを認識していた。 

このような景観認識の差異は、単に生態学
上の興味深い問題であるだけではなく、保全
政策の成否に大きな影響を与える重要な問
題でもある。この差異を等閑視し、現実に森
林を育成してきた住民を自然破壊者と考え
るような保全政策は、履行にあたって大きな
敵対的反応を受けるだろう。効果的な自然保
護政策の基盤には、客観的事実に基づいた景
観認識を利害関係者の間で共有することが
重要である。 

 
２．研究の目的 
  本研究課題では、村落の周辺に広がる小森
林の成因およびそれら森林の増加／減少に
関して大きな論争が進行中の西アフリカ・ギ
ニア共和国の南部森林地帯において、森林の
成立、維持に関する歴史的変遷と人為的働き
かけのメカニズムを明らかにし、現在それら
の森林が果たしている生物多様性保全上の
意義および、各種儀式などの場として、伝統
文化の継承・維持に寄与する意義を明らかに
する。 
  本研究課題の調査対象地は、ギニア共和国
南部森林地帯のニンバ地域である。この地域
では、1976 年以来現在まで、ボッソウ村に
おいて、また、1992 年以来近隣の世界自然
遺産ニンバ山において、京都大学霊長類研究
所の主導でチンパンジーの総合的調査が継
続して行われている。この地域は上記の森
林・サバンナ遷移帯のキシドゥグ地域よりも
低緯度に位置するため降水量が多く、植生タ
イプとしては落葉樹林の要素をある程度含
む熱帯常緑林である。ボッソウ村の周辺には、
丘の斜面や渓流の周囲にいくつか小さい森
林パッチが散在し、野生チンパンジー集団の
生息地となっている。これらの森林は儀礼の
場などの文化的な機能のために神聖視され、
立ち入りが禁止されることで村人により厳
格に保護されている。また、ニンバ山は自然
保護区として政府機関によって保護管理が
行われ、法的には現在一切の経済活動が禁止
されているが、歴史的には周辺村落にとって
さまざまな利用の場であった。 
ボッソウ・ニンバ地域の村落林の形成・維

持要因については、日本でいえば「鎮守の森」
にあたる宗教的・儀礼的要因に加え、過去の
民族間・村落間の戦乱時に、「城壁・要塞」
として機能した歴史的要因が有力な仮説と
して浮上した。本研究課題では、上記の仮説
を踏まえ、村人による現在の景観認識を構築

してきた歴史的経験及び森林自体の変遷を
明らかにする。 
  西アフリカ地域の村落林については、そこ
で行われる諸儀礼の文化人類学的研究や、生
息する野生生物の記載的研究が見られるの
みで、その形成要因や歴史的な変遷について
はほとんど手つかずの状況である。日本にお
いて近年注目されるようになった里山をは
じめとする二次的植生の意義についてはア
フリカにおいては総じて関心が希薄であり、
本研究計画が今後の研究をリードする先駆
けとなりうる。現在の森林動態については民
族や気候・植生条件の異なるキシドゥグ地域
との比較も可能であり、将来的な発展の可能
性も大きい。 
 
３．研究の方法 
（１）オランダ、イギリス、フランスにて、
1940 年以降ボッソウ、ニンバ地域を訪れた研
究者を訪ね、私蔵あるいは博物館等に所蔵さ
れている、それら研究者が収集した資料にア
クセスし、それらを分析した。 
（２）ギニア共和国ボッソウ・ニンバ地域に
おいてフィールドワークを行い、収集資料に
含まれていた地理情報の現地確認、住民への
聞き取り調査、森林や樹木個体についての計
測調査を行った。 
 
４．研究成果 
（１）植民地期以降の映像資料の収集及び分
析を行い、ギニア共和国ボッソウ・ニンバ地
域の森林被覆状況の経年変化及び、ボッソウ
生息チンパンジーの個体群動態について興
味深い知見を得た。 
  森林被覆状況に関して、ライデン自然誌博
物館所蔵の、1960 年代のオランダ・アムステ
ルダム大学遠征隊が収集した資料を電子化
し、主としてボッソウ村の主要な森林につい
て、当時の被覆状況を再現した。最も規模の
大きいバンの丘の森については、現在の森林
被覆に比べ、60 年代は森林は丘の上部に限定
され、中腹以下は耕作地になっていた。ゲイ
ンの丘の森については、60年代当時はほぼ禿
げ山状態であり、現在丘の中腹以上を覆って
いる発達した森林は、この 35 年ほどで成立
したことが明らかになった。総じて、60年代
には現在より広範囲で耕作が行われており、
80 年代以降、経済の自由化とともに隆盛とな
った自然保護政策の浸透により、村落周辺の
森林は今日まで一貫して増加してきたと言
える。この結論は、村人への聞き取り調査や
50 年代の航空写真など、他の資料からも裏付
けられている。 
（２）ボッソウの村人への聞き取り調査から、
植民地化以前の以後の森林被覆について、
（１）の結果である近年の森林被覆の回復に
ついての裏付けを得ることができた。また、



 

 

植民地時代以前にまでさかのぼり、村の移住
史や、現在観察できる村内の地形や特定の地
名の由来、かつての部族間戦争に関わる戦略
に関する調査を行った。 
  村落林の構造、とりわけバンの丘に広がる
精霊の森の由来については、頂上を戦時の避
難所として確保するという機能について確
認できた。森林の形成史に関して鍵となる植
樹の有無については、聞き取り結果が収束せ
ず、確たる結果を得ることはできなかった。
この事象については、別のアプローチが必要
である。 
  以上の結果から、ギニア森林地域ボッソ
ウ・ニンバ及び周辺地域における、人々の活
動と森林環境との間には、深い結びつきがあ
ることが明らかになった。また、その関係は、
ギニア中部やその他の地域と連続性を持ち
ながら、地域の地理学的条件や民族の移住史
などに依存する地域固有のものでもあった。 
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